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平
成
31
年
度
に
入
り
ま
し
た
。５
月

に
は
新
天
皇
が
即
位
さ
れ
元
号
も
変
わ

り
ま
す
。新
年
度
は
国
、県
の
レ
ベ
ル
で

大
変
忙
し
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。弥

彦
村
も
同
様
で
す
。新
天
皇
陛
下
即
位

に
伴
う
奉
祝
行
事
の
ほ
か
、
い
ろ
ん
な

新
し
い
動
き
が
出
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　
歓
迎
出
来
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
厳

し
い
厄
介
な
動
き
も
出
て
き
そ
う
な
気

が
し
ま
す
。し
か
し
、ど
ん
な
事
が
起
き

よ
う
と
正
面
か
ら
正
々
堂
々
と
取
り
組

ん
で
、
弥
彦
村
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
モ

ノ
に
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
役
場
も
４
月
１
日
か
ら
新
体
制
に
変

わ
り
ま
し
た
。現
在
の
陣
容
で
、村
民
の

皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
自
ら
が
村
民
の
皆
様
の
中
に

飛
び
込
ん
で
村
を
良
く
し
て
欲
し
い

と
、
年
度
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
職
員
に

お
願
い
し
ま
し
た
。新
年
度
の
モ
ッ

ト
ー
は
「
待
ち
の
行
政
か
ら
攻
め
の
行

政
へ
の
転
換
」で
す
。

　
弥
彦
村
は
変
貌
を
と
げ
始
め
て
い
ま

す
。村
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
動

き
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
ま
し
ょ
う
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

弥
彦
村
長

　小
林 

豊
彦

　３
月
22
日
、
弥
彦
小

学
校
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
卒
業

生
は
85
人
。
ま
だ
着
慣

れ
な
い
中
学
校
の
制
服

に
身
を
包
み
、
一
人
ひ

と
り
卒
業
証
書
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

h t t p : / /www . v i l l . y a h i k o . n i i g a t a . j p

https://www.youtube.com/watch?v=JTquD0gqVJY&feature=share

保
育
園
卒
園
式

弥
彦
小
学
校
卒
業
式

　村
内
３
保
育
園
で
卒

園
式
が
３
月
27
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
弥
彦
保

育
園
で
は
年
長
の
き
く

ぐ
み
25
人
が
参
加
し
、

大
き
な
声
で
小
学
校
に

上
が
っ
て
か
ら
の
目
標

や
将
来
の
夢
を
楽
し
そ

う
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
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　今
年
卒
業
し
た
小
学
校
６
年
生
が
昨
年

11
月
に
行
っ
た
「
Ｙ
Ｍ
Ｋ
（
弥
彦
の
未
来

を
考
え
よ
う
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。
こ
の

活
動
で
作
成
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
が
、
平
成
30

年
度
新
潟
県
自
作
映
像
・
視
聴
覚
教
材
コ

ン
ク
ー
ル
児
童
生
徒
部
門
に
お
い
て
最
優

秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　３
月
19
日
に
６
年
生
が
村
長
を
訪
ね
、

最
優
秀
賞
受
賞
を
報
告
し
、
一
緒
に
動
画

を
見
な
が
ら
、
制
作
時
の
思
い
出
を
話
し

ま
し
た
。

　今
回
作
成
し
た
動
画
はY

ouT
ube

で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｙ
Ｍ
Ｋ

（
弥
彦
の
未
来
を
考
え
よ
う
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
動
画
が

最
優
秀
賞
受
賞
！

今月号の表紙今月号の表紙

ワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造る
弥彦で世界一のワインを造りたい。
新しい夢を抱く若者がワイン造りの
第一歩としてぶどうの苗木を植えました。
新しい弥彦村のスタートにふさわしい
取り組みです。



小林村政２期目初年度の
重点施策事業

○
総
合
計
画
・
総
合
戦
略
策
定
事
業

５
，
０
０
０
千
円

　
平
成
31
年
度
が
最
終
年
度
で
あ
る
弥
彦
村

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
改
定
お
よ
び
第
６
次

弥
彦
村
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
策
定
に

当
た
っ
て
は
各
事
業
を
精
査
し
、
実
施
事
業

に
つ
い
て
も
、
期
間
を
定
め
て
具
体
的
な
見

通
し
を
行
い
ま
す
。

○
お
も
て
な
し
広
場
運
営
事
業

７
，
９
３
０
千
円

　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
に
お
い
て
整

備
し
た
「
お
も
て
な
し
広
場
」
に
つ
い
て
は
、

順
調
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
彌
彦
神
社

と
結
ぶ
区
間
で
の
往
来
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　
２
年
目
の
今
年
度
は
民
間
の
知
恵
・
活
力

を
生
か
し
た
運
営
・
管
理
で
更
な
る
賑
わ
い
、

周
辺
店
舗
へ
の
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
事
業

２
，
０
０
０
千
円

　
平
成
27
年
５
月
か
ら
弥
彦
の
Ｐ
Ｒ
マ
ス

コ
ッ
ト
と
し
て
活
躍
し
た〝
も
ち
う
さ
ぎ
〞が
、

平
成
30
年
４
月
を
も
っ
て
任
期
を
終
え
た
た

め
、
新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
制
作
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
観
光
Ｐ
Ｒ
は
も
と
よ
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
へ
の
参
加
を
展
開
し
、
村
民
・
観
光
客
に

愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

○
学
力
向
上
支
援
事
業

３
２
，
０
４
４
千
円

　
小
・
中
学
校
の
学
習
指
導
支
援
講
師
を
引

き
続
き
配
置
し
、
学
力
の
一
層
の
向
上
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
・
小
・
中
一
貫
教
育
の
推
進
や

小
中
学
校
で
教
え
る
内
容
を
定
め
た
新
学
習

指
導
要
領
に
向
け
た
準
備
、
学
力
向
上
等
の

た
め
、
引
き
続
き
指
導
主
事
を
配
置
い
た
し

ま
す
。

　小林村長が就任２期目の初年度を迎えるにあたって、予算編成において
以下の事業を重点施策と位置付け、推進します。

○
が
ん
ば
れ
弥
彦

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

３
２
７
，
７
９
７
千
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
さ
と

ふ
る
」
と
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
活
用

し
た
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
、
全
国
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
新
年
度
は
通
年
で
の
返
礼
品
の
充

実
を
は
か
り
、
自
主
財
源
の
確
保
と
地
場
産

業
の
活
性
化
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

○
移
住
促
進
事
業５

，
３
６
０
千
円

　
新
年
度
も
引
き
続
き
村
外
か
ら
転
入
し
、

家
屋
の
新
築
、
中
古
住
宅
を
購
入
し
た
方
に

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、

新
潟
県
補
助
事
業
を
活
用
し
た
空
き
家
の
家

財
処
分
、
家
賃
補
助
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

移
住
に
関
す
る
情
報
発
信
の
充
実
を
図
り
、

村
の
人
口
減
少
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
子
育
て
の
充
実２９

，
２
８
８
千
円

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
お
い
て
は
、

対
象
年
齢
を
平
成
29
年
度
か
ら
「
高
校
卒
業

ま
で
」
に
拡
充
し
実
施
し
て
お
り
、
さ
ら
に

平
成
31
年
度
か
ら
は
、
妊
産
婦
に
対
し
医
療

費
の
一
部
助
成
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
業
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た
乳
児
紙

お
む
つ
購
入
費
一
部
助
成
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
購
入
費
一
部
助
成
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
一
部
助
成
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
が
休
日
に
も

安
心
し
て
遊
べ
る
施
設
と
し
て
「
夢
の
木
は

う
す
」
を
日
曜
と
祝
日
に
開
放
し
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

○
菊
づ
く
り
後
継
者
育
成
事
業

７
０
０
千
円

　
伝
統
あ
る〝
弥
彦
菊
ま
つ
り
〞を
秋
の
風
物

詩
と
し
て
末
永
く
守
り
続
け
て
い
く
た
め
に

「
菊
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し
、
将
来〝
弥
彦

菊
ま
つ
り
〞に
出
品
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
減
少
す
る
菊
づ
く
り
の
後
継
者
を
育
成

し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の〝
懸
崖
づ
く
り
〞に
加
え
、

今
年
度
は〝
杉
づ
く
り
〞に
も
挑
戦
し
、
菊
づ

く
り
技
術
の
継
承
に
努
め
ま
す
。

○
国
際
交
流
事
業２

，
９
０
０
千
円

　
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
た
モ
ン
ゴ
ル
国

エ
ル
デ
ネ
村
の
子
ど
も
た
ち
を
弥
彦
村
へ
招

き
、
一
層
の
親
交
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
秋

の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
併
せ
て
モ
ン
ゴ
ル
フ
ェ

ア
を
開
催
し
、モ
ン
ゴ
ル
交
流
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。

歳　出　予　算　の　概　要

○
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
事
業

６
，
０
５
６
千
円

　
小
・
中
学
校
に
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ

ソ
コ
ン
を
活
用
し
、
効
果
的
な
授
業
や
体
験

学
習
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
次
期
学

習
指
導
要
領
で
必
修
化
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
学
習
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

○
特
別
支
援
学
校
送
迎
事
業

２
，
３
４
２
千
円

　
弥
彦
村
か
ら
県
立
月
ヶ
岡
特
別
支
援
学
校

へ
通
学
す
る
児
童
の
送
迎
を
公
用
車
を
使
用

し
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
と
雇
用
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

○
図
書
館
建
設
準
備
事
業

１
，
０
０
０
千
円

　
役
場
庁
舎
車
庫
棟
の
２
階
を
図
書
館
に
改

修
す
る
た
め
に
、
書
庫
の
移
転
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
等
、
図
書
館
建
設
に
関
連
す
る
調
査
業
務

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▲菊づくり教室の様子

▲ふるさと納税の主力「伊彌彦米」

▲元気に遊ぶ子どもたち

▲秋の観光シーズンで賑わうおもてなし広場

▲モンゴル国エルデネ村を訪問した中学生

0203
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家
賃
補
助
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

移
住
に
関
す
る
情
報
発
信
の
充
実
を
図
り
、

村
の
人
口
減
少
問
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
子
育
て
の
充
実２９

，
２
８
８
千
円

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
お
い
て
は
、

対
象
年
齢
を
平
成
29
年
度
か
ら
「
高
校
卒
業

ま
で
」
に
拡
充
し
実
施
し
て
お
り
、
さ
ら
に

平
成
31
年
度
か
ら
は
、
妊
産
婦
に
対
し
医
療

費
の
一
部
助
成
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
業
に
よ
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
か
ら
実
施
し
て
き
た
乳
児
紙

お
む
つ
購
入
費
一
部
助
成
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
購
入
費
一
部
助
成
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
一
部
助
成
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
が
休
日
に
も

安
心
し
て
遊
べ
る
施
設
と
し
て
「
夢
の
木
は

う
す
」
を
日
曜
と
祝
日
に
開
放
し
、
親
子
の

ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

○
菊
づ
く
り
後
継
者
育
成
事
業

７
０
０
千
円

　
伝
統
あ
る〝
弥
彦
菊
ま
つ
り
〞を
秋
の
風
物

詩
と
し
て
末
永
く
守
り
続
け
て
い
く
た
め
に

「
菊
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し
、
将
来〝
弥
彦

菊
ま
つ
り
〞に
出
品
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
、
減
少
す
る
菊
づ
く
り
の
後
継
者
を
育
成

し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の〝
懸
崖
づ
く
り
〞に
加
え
、

今
年
度
は〝
杉
づ
く
り
〞に
も
挑
戦
し
、
菊
づ

く
り
技
術
の
継
承
に
努
め
ま
す
。

○
国
際
交
流
事
業２

，
９
０
０
千
円

　
友
好
都
市
協
定
を
締
結
し
た
モ
ン
ゴ
ル
国

エ
ル
デ
ネ
村
の
子
ど
も
た
ち
を
弥
彦
村
へ
招

き
、
一
層
の
親
交
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
秋

の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
併
せ
て
モ
ン
ゴ
ル
フ
ェ

ア
を
開
催
し
、モ
ン
ゴ
ル
交
流
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。

歳　出　予　算　の　概　要

○
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
事
業

６
，
０
５
６
千
円

　
小
・
中
学
校
に
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ

ソ
コ
ン
を
活
用
し
、
効
果
的
な
授
業
や
体
験

学
習
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
次
期
学

習
指
導
要
領
で
必
修
化
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
学
習
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

○
特
別
支
援
学
校
送
迎
事
業

２
，
３
４
２
千
円

　
弥
彦
村
か
ら
県
立
月
ヶ
岡
特
別
支
援
学
校

へ
通
学
す
る
児
童
の
送
迎
を
公
用
車
を
使
用

し
て
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
と
雇
用
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

○
図
書
館
建
設
準
備
事
業

１
，
０
０
０
千
円

　
役
場
庁
舎
車
庫
棟
の
２
階
を
図
書
館
に
改

修
す
る
た
め
に
、
書
庫
の
移
転
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
等
、
図
書
館
建
設
に
関
連
す
る
調
査
業
務

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▲菊づくり教室の様子

▲ふるさと納税の主力「伊彌彦米」

▲元気に遊ぶ子どもたち

▲秋の観光シーズンで賑わうおもてなし広場

▲モンゴル国エルデネ村を訪問した中学生
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歳入財源別

　平成３１年度当初予算では昨年
度に引き続き好調ながんばれ弥彦
ふるさと寄附金（ふるさと納税）
の伸びを反映して、４０億円に迫る
規模となりました。

平成３１年度 弥彦村当初予算の概要

特別会計・企業会計予算 30

35

40

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 ( 年度 )

( 億円 )

企 業 会 計特 別 会 計

特別会計名

国民健康保険

後期高齢者医療

介 護 保 険

競 輪 事 業

温 泉 事 業

小 計

7億 0,000 万円

7,570 万円

8億 9,800 万円

131億円

2,400 万円

147億 9,770 万円

歳入歳出予算額 対前年度比

4.1%減

±0.0％

1.4％増

5.3％増

45.1％減

4.4%増

4億 8,196 万円

4億 4,295 万円

1億 7,994 万円

3億 9,564 万円

下
水
道
事
業

6.6%減

3.8%減

13.3%増

1.9%増

収益的収支

資本的収支

収入

支出

収入

支出

歳出目的別

民生費
9億 9,946 万円
（25.1％）

教育費　
3億 3,012 万円
（8.3％）

消防費　
2億 6,983 万円
（6.8％）

商工費　
2億 6,296 万円
（6.6％）

衛生費　
2億 6,251 万円
（6.6％）

農林水産業費
1億 6,122 万円
（4.1％）

その他　
2,820 万円
（0.7％）

議会費　
6,859 万円
（1.7％）

　がんばれ弥彦ふるさと寄附金（ふるさと納税）を１億
５千万円増額で計上しました。地方交付税は昨年度実績
と国の予算の伸びを参考に３,５００万円増額で計上しまし
た。競輪事業会計からの繰入金は昨年度同様の７,０００万
円を計上しています。昨年度では歳入の不足を補うため
財政調整基金の取り崩しを４,５００万円計上していました
が、今年度は取り崩さずに予算を編成することができま
した。

　がんばれ弥彦ふるさと納税の伸びに合わせて、経
費となる返礼品や業務委託料などふるさと納税事業
費を９,３０７万円増額で見積もっており、総務費全体
としては１億１,２３３万円の増額で計上しました。財
政調整基金積立金を１,０００万円で編成することがで
きました。

自主財源 依存財源

収入総額　6億6,190万円（36.7％減）
支出総額　8億3,859万円（37.1％減）

総額　147 億 9,770 万円（4.4％増）

当初予算の特徴
１．ふるさと納税・競輪事業収益に支えられた
　　「財政の健全化の推進」
２．住民の安心を守るための政策の継続
　　農業・観光など産業政策のより一層の充実
３．教育立村に向けた
　　「特別支援教育の充実」

一般会計の総額　３９億８,０００万円（対前年度比 3.1％増）

公債費　
3億 6,568 万円
（9.2％）

土木費　
5億 392万円
（12.7％）

がんばれ弥彦ふるさと寄附金事業
3億 2,780 万円（8.2％）

がんばれ弥彦ふるさと寄附金事業
を除く総務費
3億9,971万円（10.0％）

35.9

37.2
36.0

34.9
35.4

36.336.3

38.1 37.6
38.6

39.8

繰入金
320万円
（0.1％）

寄付金
５億 131万円
（12.6％）

その他
3億 2,801 万円
（8.2％）

県支出金
1億 9,024 万円
（4.8％）

地方交付税
13億円
（32.7％）

国庫支出金
2億 5,675 万円
（6.5％）

　事業を行うとき、特定の収入をもってその支出に充て、
一般会計と区分して経理の必要がある場合に、特別会計
を設けています。今年度の５つの特別会計の予算総額は
147億 9,770 万円で編成しました。

　一般会計、特別会計とは別に、下水道事業を行う企業
会計を設けています。今年度予算は以下のように見込ん
でいます。
　水道事業会計については燕市水道事業と統合したため、
今年度より燕・弥彦総合事務組合で会計処理が行われます。

　平成２７年度よりインターネットポータルサイト
「さとふる」で本格的に受付を開始したふるさと
納税事業は、全国からたくさんのご寄附をいただ
いております。平成２９年度は「ふるさとチョイス」
でも受付を開始し、平成３０年度も前年度実績を
大きく上回る見込みです。競輪事業についても平
成２７年度に一般会計への繰り出しを再開してか
らおおむね７,０００万円を繰り出してきています。
　平成３１年度当初予算については、ふるさと納
税５億円、競輪事業繰入金７ ,０００万円を見込ん
で編成しました。

税収入
9億 2,316 万円
（23.2％）

使用料・手数料
7,627 万円
（1.9％）

村債
1億 7,820 万円
（4.5％）

その他
2億 2,286 万円
（5.5％）

ふるさと納税と競輪事業繰入金の推移 （単位：千円）
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H27決算

ふるさと納税 競輪事業繰入金 歳入総額に占める割合

H28決算 H29決算 H30決算見込 H31当初
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温 泉 事 業

小 計
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8億 9,800 万円
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2,400 万円

147億 9,770 万円
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収益的収支
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（25.1％）
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（8.3％）

消防費　
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（6.6％）
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（4.1％）

その他　
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6,859 万円
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　がんばれ弥彦ふるさと寄附金（ふるさと納税）を１億
５千万円増額で計上しました。地方交付税は昨年度実績
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円を計上しています。昨年度では歳入の不足を補うため
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支出総額　8億3,859万円（37.1％減）

総額　147 億 9,770 万円（4.4％増）

当初予算の特徴
１．ふるさと納税・競輪事業収益に支えられた
　　「財政の健全化の推進」
２．住民の安心を守るための政策の継続
　　農業・観光など産業政策のより一層の充実
３．教育立村に向けた
　　「特別支援教育の充実」

一般会計の総額　３９億８,０００万円（対前年度比 3.1％増）

公債費　
3億 6,568 万円
（9.2％）

土木費　
5億 392万円
（12.7％）

がんばれ弥彦ふるさと寄附金事業
3億 2,780 万円（8.2％）

がんばれ弥彦ふるさと寄附金事業
を除く総務費
3億9,971万円（10.0％）
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37.2
36.0
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320万円
（0.1％）

寄付金
５億 131万円
（12.6％）

その他
3億 2,801 万円
（8.2％）

県支出金
1億 9,024 万円
（4.8％）

地方交付税
13億円
（32.7％）

国庫支出金
2億 5,675 万円
（6.5％）

　事業を行うとき、特定の収入をもってその支出に充て、
一般会計と区分して経理の必要がある場合に、特別会計
を設けています。今年度の５つの特別会計の予算総額は
147億 9,770 万円で編成しました。

　一般会計、特別会計とは別に、下水道事業を行う企業
会計を設けています。今年度予算は以下のように見込ん
でいます。
　水道事業会計については燕市水道事業と統合したため、
今年度より燕・弥彦総合事務組合で会計処理が行われます。

　平成２７年度よりインターネットポータルサイト
「さとふる」で本格的に受付を開始したふるさと
納税事業は、全国からたくさんのご寄附をいただ
いております。平成２９年度は「ふるさとチョイス」
でも受付を開始し、平成３０年度も前年度実績を
大きく上回る見込みです。競輪事業についても平
成２７年度に一般会計への繰り出しを再開してか
らおおむね７,０００万円を繰り出してきています。
　平成３１年度当初予算については、ふるさと納
税５億円、競輪事業繰入金７ ,０００万円を見込ん
で編成しました。

税収入
9億 2,316 万円
（23.2％）

使用料・手数料
7,627 万円
（1.9％）

村債
1億 7,820 万円
（4.5％）

その他
2億 2,286 万円
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 村民参画・行財政

・広報やひこ等発行経費 2,800千円

　総合計画・総合戦略作成業務委託料 5,000千円

・ふるさと納税事業費 327,797千円

 消防・防災

　防犯カメラ設置工事費 1,000千円

・防犯灯及び街路灯LED化事業委託料 4,905千円

・消火栓工事費負担金 3,240千円

・緊急告知ラジオ運営事業委託料 3,270千円

・新潟県防災情報システム端末更新委託料 1,231千円

 教育・文化

・就学援助費 5,100千円

・奨学貸付金 5,340千円

・学習指導支援講師賃金 16,924千円

・特別支援介助員賃金 11,082千円

　特別支援学校送迎運転手賃金 1,365千円

・小・中学校送迎バス運行業務委託料 31,339千円

・小・中学校 情報教育機器活用推進委託料 2,356千円

・小・中学校 タブレット端末リース料 3,700千円

・公募展事業経費 1,763千円

　国民文化祭実行委員会負担金 2,028千円

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

・美術館企画事業経費 2,441千円

・村民体育祭・弥彦ワールドカップ開催経費 1,528千円

 健康・福祉・子育て

・精神障害者医療費助成金 1,980千円

・ひとり親家庭医療費助成金 4,500千円

・子ども医療費助成金 22,400千円

　妊産婦医療費助成金 1,750千円

・在宅介護支援金 2,688千円

・障害者介護給付費 101,776千円

・障害児介護給付費 24,942千円

・高齢者総合生活支援センター管理運営費 15,356千円

・住民健診事業費 6,741千円

・各種がん検診委託料 12,325千円

　胃がんリスク検診事業費 1,168千円

・子ども定期予防接種業務委託料 13,000千円

・高齢者定期予防接種業務委託料 4,500千円

・妊婦乳児一般健康診査委託料 4,800千円

 生活・環境

・塵芥収集業務委託料 23,218千円

・資源ごみ収集業務委託料 2,160千円

・粗大ごみ収集業務委託料 2,160千円

・し尿処理委託料 3,491千円

・し尿収集業務委託料 4,114千円

・ごみ処理費負担金 38,945千円

・不燃物処理費負担金 5,674千円

・斎場管理費負担金 15,377千円

 都市整備

・道路維持修繕費 7,500千円

・道路補修工事費 10,000千円

　橋梁補修工事費 39,000千円

・橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託料 8,400千円

・道路新設改良工事 18,800千円

・消雪施設整備工事費 8,000千円

・消雪施設修繕工事費 9,000千円

　歩道用除雪機械購入費 14,000千円

 農業

・伊彌彦米普及促進事業 1,000千円

　特産農産物販売促進事業 2,700千円

　籾殻有効活用実証事業 500千円

・農業者支援事業補助金 2,500千円

・新規就農希望者研修受入支援事業 240千円

・多面的機能支払分担金 54,915千円

新

新

・環境保全型農業直接支払補助金 4,000千円

・水田農業構造改革補助金 15,900千円

 商工・観光

・新潟県労働金庫預託金 10,000千円

・産業育成資金預託金 50,000千円

・商工観光振興資金預託金 65,000千円

・国際交流事業経費 2,900千円

・菊づくり後継者育成事業 700千円

・相撲の郷プロジェクト実行委員会負担金 2,000千円

・もみじ谷ライトアップ事業委託料 1,000千円

・おもてなし広場施設管理委託料 4,300千円

・おもてなし広場宣伝広告料 1,000千円

・地域おこし協力隊運営事業費 600千円

・弥彦公園管理費 8,449千円

・駅前広場管理費 1,370千円

 移住・定住

・移住促進事業費補助金 2,000千円

・移住者受入体制支援モデル事業補助金 1,000千円

　移住促進事業経費 1,000千円

　地方創生推進交付金移住・就業等支援事業補助金 1,000千円

・住宅リフォーム助成金 2,000千円

・空き家住宅リフォーム助成金 100千円
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春の人事異動
平成31年度　弥彦村役場　行政組織一覧表

退職・転出された方 新　任　校　等 転入された方 前　任　校　等
【弥彦小学校】

大　石　吉　輝　校長
宮　本　聡　美　教諭
宮　田　千　郷　教諭
金　子　純　一　教諭
永　野　真　衣　教諭
渡　邉　　　瞳　栄養教諭

定年退職
定年退職
定年退職
三条市立月岡小学校
燕市立大関小学校
燕市立粟生津小学校

上越市教育委員会指導主事
再任用
燕市立吉田南小学校
柏崎市立比角小学校
五泉市立川東小学校
新採用
新採用
湯沢町立湯沢中学校

石　黒　和　仁　校長
宮　本　聡　美　教諭
北　澤　由紀子　教諭
佐々木　　　智　教諭
小　田　瑞　希　教諭
熊　倉　達　也　教諭
林　田　純　歩　教諭
五十嵐　　　遥　栄養教諭

現員区分

合　　計

村長部局
（選管・農委・企業含む）
議会事務局部局
教育委員会部局

55

2
31
88

現員数

条例区分

合　　計

村長の職員
選管委員会の職員
農業委員会の職員
公営企業会計職員
議会事務局の職員
教育委員会の職員

54
1
2
1
2

33
93

定数

収 納 係 長 浜田参事兼務
住 民 税 係 長  １ 栁川治美 主　　事  １ 本間　陽
資 産 税 係 長 小森課長兼務 主　　事  ２ 赤松葉月・本間有祐※

税務課　6
課長　小森順一
　参事　浜田禎介

議　　　会 局長　笹岡正夫
議会事務局　2 副 　 参 　 事  １ 春日史子

議会事務局係長 春日副参事兼務

退職・転出された方 新　任　校　等 転入された方 前　任　校　等
【弥彦中学校】

堀　　　隆　行　校長
五十嵐　俊　郎　教諭
坂　井　敬　輔　教諭
熊　谷　良　子　教諭
小　林　明　美　教諭
小　野　倫　子　教諭
廣　瀬　直　哉　教諭

定年退職
再任用
定年退職
見附市立西中学校
新潟市立上山中学校
見附市立見附中学校
加茂市立加茂中学校

河　井　昌　之　校長
五十嵐　俊　郎　教諭
内　山　浩　一　教諭
渡　辺　嘉　章　教諭
五十嵐　靖　之　教諭
本　間　直　子　教諭
大　上　恭　子　教諭
野　村　あずさ　教諭

燕市立吉田中学校教頭
再任用更新
田上町立田上中学校
出雲崎町立出雲崎中学校
県立燕中等教育学校
長岡市立宮内中学校
燕市立小池中学校
新採用

◇太字は異動者（昇任・昇格含む）
◇※印は新採用職員

山 岸 喜 一

政策統括官

小 林 豊 彦
村　　長

農地管理係長 丸山補佐兼務 主　　事  １ 明間　静
農業振興係長  １ 志賀史緒 臨　　時  ① 石塚　彩

農業振興課　4 ①
課長　丸山栄一
　課長補佐　丸山誉子 副 　 参 　 事  １ 丸山竜一    　観光協会へ出向  ②

観光商工係長 丸山副参事兼務 主　　任  １ 田邉誠也 　観光協会事務局長　三富克是
  主　　事  １ 清水有香里 　地域おこし協力隊　遠藤佑香
  　　　　  ① 地域おこし協力隊　松本英津子
産業団地係長 高橋課長兼務

観光商工課　4 ③
課長　髙橋信弘

会計管理者兼出納
室長　石塚　豊

出納室　2
副 　 参 　 事  １ 高橋正哉
出 納 係 長 高橋副参事兼務

所長　斎藤雄希
　副所長　石黒和子

公営競技事務所　7 ① 副 　 参 　 事  １ 本間信一
業 務 係 長  １ 本間副参事兼務 主　　査  １ 渡邉　剛
  主　　事  １ 藤間成広
庶 務 係 長 小林祐輔 主　　任  １ 山野上良輔
  臨　　時  ① 渡邊留美

課長　小林栄一
　参事　　　田村孝穂
　課長補佐　石川拓哉

建設企業課　5 ①

参事　小出将浩
燕・弥彦総合事務組合出向　3

土木管理係長 石川補佐兼務 技　　師  １ 小川佳祐
  臨時技師  １ 小林忠秋（再任用）
環境対策係長 田村参事兼務 主　　事  １ 河合真輝
下水道係長 小出参事兼務

燕・弥彦総合事務組合出向 主　　事  ２ 矢部孝太・斎藤　悠※

福祉介護係長  ２ 小川真紀 主任保健師  １ 菊地洋子
 渡邊幸英 主　　事  ２ 伊丹悠衣※・明道美咲※
  臨　　時  ② 三富浩子（再任用）・鈴木圭子
健康推進係長  １ 松井裕美子 主査管理栄養士  １ 唐津敦子
  主任保健師  １ 相田真貴子
   保 健 師  １ 武石陽子
  主　　事  １ 谷かおるこ

課長　小林健仁
　課長補佐　鴻巣敬一（１）
（新潟県との人事交流職員）

福祉保健課　11（１）②

室長　水澤正一
（社会福祉協議会へ出向）

地域福祉推進室　1

課長　伊藤和恵
　課長補佐　若月寿恵

住民課　5 ① 副 　 参 　 事  １ 行田律子
住 民 係 長  １ 行田副参事兼務 主　　事  １ 石川万里
医療保険係長 池　幸子 臨　　時  ① 渡邊野理子

総務課　10 ⑤
課長　志田　馨
　参事　坂爪明博

副 　 参 　 事  ２ 羽生陽子・宇野　誠
庶 務 係 長 羽生副参事兼務 主　　任  １ 德永拓実（新潟県との人事交流で県民生活・環境部へ出向）
  主　　事  ２ 板垣　里（経済産業省へ派遣）
   湯田美怜
  臨　　時  ③ 梨本哲雄・小山ふじ子・関根今日子
交通防犯係長 坂爪参事兼務 主　　事  １ 伊藤和彦
企画財政係長 宇野副参事兼務 主　　事  ２ 本多正典・小川佳紀※
簡 易 郵 便 局 志田課長兼務 臨　　時  ② 石川久美子・河合則子

副 　 参 　 事  ３ 平原勝一郎（再任用）・本多志保子・石川秀雄
子ども教育係 石川副参事兼務 主　　任  １ 佐藤奈津美
　小　学　校  用 務 員  １ 荒木美弥子
　  臨時管理員  ① 水澤敏明
　中　学　校  臨時管理員  ① 武石政則
社会教育係長  １ 小竹由美 主　　事  １ 八子香織

教 育 委 員 会

林　順一
（文化会館長事務取扱）

教育長
課長（兼公民館長）
　　　富田　憲
　参事　　　　　本多　正
　管理指導主事　堀　正士①
　指導主事　　　渡部智和

教育課　31 ○24

弥彦保育園  保 育 士  ６ 荒川澄子（再任用）・鈴木あゆみ
7⑩ 園　長 武石由紀  中村大樹・池浦麻美※・金子　佳※
　 （臨時①）   平岡志津江
　　副園長 若月美穂子 臨時保育士  ⑧ 土田初美・熊木伸子・関川弥生
   前山久美・本間尚子・藤原梨紗
   高山博美・細山美来
  保育補助  ① 小林悦子（再任用）

二松保育園  保 育 士  ５ 髙橋美里・中野久美・三浦円佳
7⑦ 園　長 阿部　薫  藤原　碧・板垣　萌※
　　副園長 杉原千賀子 臨時保育士  ⑦ 田邊千花・丸田智弥子・佐藤久美子
　   池田佐和子・内藤美弥子・藤原伸子
   伊藤清美

子育て支援センター  
1① センター長 田辺久子（再任用） 臨時保育士  ① 安達直子（再任用）

ひかり保育園  保 育 士  ４ 伊藤陽子・吉川　愼・永井祐美
6③ 園　長 松居由美子  鶴巻　綾※
　　副園長 高野陽子 臨時保育士  ③ 大谷彩香・上田多希枝・吉田さなえ

転出された方 新　所　属 転入された方 前　所　属
【弥彦交番】

中　川　哲　人　巡査部長
佐　藤　能　活　巡査

新潟西警察署
柏崎警察署

北　村　和　也　巡査部長
瀬戸川　陽　祐　巡査

福島県（出向戻り）
長岡警察署

転出された方 新　所　属 転入された方 前　所　属
【弥彦消防署】

山　田　義　孝　予防課長
前　山　勝　行　副署長
遠　藤　仁　志　救急係長
鈴　木　正　太　救急係主任
岡　本　俊　亮　消防団係主事

消防本部
分水消防署
分水消防署
分水消防署
吉田消防署

田　辺　秀　行　署　長
小野塚　　　徹　副参事
武　石　哲　也　救急係長
石　倉　貴　幸　救急係主任
渡　辺　貴　之　救急係主事

吉田消防署
分水消防署
燕消防署
燕消防署
吉田消防署
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春の人事異動
平成31年度　弥彦村役場　行政組織一覧表

退職・転出された方 新　任　校　等 転入された方 前　任　校　等
【弥彦小学校】

大　石　吉　輝　校長
宮　本　聡　美　教諭
宮　田　千　郷　教諭
金　子　純　一　教諭
永　野　真　衣　教諭
渡　邉　　　瞳　栄養教諭

定年退職
定年退職
定年退職
三条市立月岡小学校
燕市立大関小学校
燕市立粟生津小学校

上越市教育委員会指導主事
再任用
燕市立吉田南小学校
柏崎市立比角小学校
五泉市立川東小学校
新採用
新採用
湯沢町立湯沢中学校

石　黒　和　仁　校長
宮　本　聡　美　教諭
北　澤　由紀子　教諭
佐々木　　　智　教諭
小　田　瑞　希　教諭
熊　倉　達　也　教諭
林　田　純　歩　教諭
五十嵐　　　遥　栄養教諭

現員区分

合　　計

村長部局
（選管・農委・企業含む）
議会事務局部局
教育委員会部局

55

2
31
88

現員数

条例区分

合　　計

村長の職員
選管委員会の職員
農業委員会の職員
公営企業会計職員
議会事務局の職員
教育委員会の職員

54
1
2
1
2

33
93

定数

収 納 係 長 浜田参事兼務
住 民 税 係 長  １ 栁川治美 主　　事  １ 本間　陽
資 産 税 係 長 小森課長兼務 主　　事  ２ 赤松葉月・本間有祐※

税務課　6
課長　小森順一
　参事　浜田禎介

議　　　会 局長　笹岡正夫
議会事務局　2 副 　 参 　 事  １ 春日史子

議会事務局係長 春日副参事兼務

退職・転出された方 新　任　校　等 転入された方 前　任　校　等
【弥彦中学校】

堀　　　隆　行　校長
五十嵐　俊　郎　教諭
坂　井　敬　輔　教諭
熊　谷　良　子　教諭
小　林　明　美　教諭
小　野　倫　子　教諭
廣　瀬　直　哉　教諭

定年退職
再任用
定年退職
見附市立西中学校
新潟市立上山中学校
見附市立見附中学校
加茂市立加茂中学校

河　井　昌　之　校長
五十嵐　俊　郎　教諭
内　山　浩　一　教諭
渡　辺　嘉　章　教諭
五十嵐　靖　之　教諭
本　間　直　子　教諭
大　上　恭　子　教諭
野　村　あずさ　教諭

燕市立吉田中学校教頭
再任用更新
田上町立田上中学校
出雲崎町立出雲崎中学校
県立燕中等教育学校
長岡市立宮内中学校
燕市立小池中学校
新採用

◇太字は異動者（昇任・昇格含む）
◇※印は新採用職員

山 岸 喜 一

政策統括官

小 林 豊 彦
村　　長

農地管理係長 丸山補佐兼務 主　　事  １ 明間　静
農業振興係長  １ 志賀史緒 臨　　時  ① 石塚　彩

農業振興課　4 ①
課長　丸山栄一
　課長補佐　丸山誉子 副 　 参 　 事  １ 丸山竜一    　観光協会へ出向  ②

観光商工係長 丸山副参事兼務 主　　任  １ 田邉誠也 　観光協会事務局長　三富克是
  主　　事  １ 清水有香里 　地域おこし協力隊　遠藤佑香
  　　　　  ① 地域おこし協力隊　松本英津子
産業団地係長 高橋課長兼務

観光商工課　4 ③
課長　髙橋信弘

会計管理者兼出納
室長　石塚　豊

出納室　2
副 　 参 　 事  １ 高橋正哉
出 納 係 長 高橋副参事兼務

所長　斎藤雄希
　副所長　石黒和子

公営競技事務所　7 ① 副 　 参 　 事  １ 本間信一
業 務 係 長  １ 本間副参事兼務 主　　査  １ 渡邉　剛
  主　　事  １ 藤間成広
庶 務 係 長 小林祐輔 主　　任  １ 山野上良輔
  臨　　時  ① 渡邊留美

課長　小林栄一
　参事　　　田村孝穂
　課長補佐　石川拓哉

建設企業課　5 ①

参事　小出将浩
燕・弥彦総合事務組合出向　3

土木管理係長 石川補佐兼務 技　　師  １ 小川佳祐
  臨時技師  １ 小林忠秋（再任用）
環境対策係長 田村参事兼務 主　　事  １ 河合真輝
下水道係長 小出参事兼務

燕・弥彦総合事務組合出向 主　　事  ２ 矢部孝太・斎藤　悠※

福祉介護係長  ２ 小川真紀 主任保健師  １ 菊地洋子
 渡邊幸英 主　　事  ２ 伊丹悠衣※・明道美咲※
  臨　　時  ② 三富浩子（再任用）・鈴木圭子
健康推進係長  １ 松井裕美子 主査管理栄養士  １ 唐津敦子
  主任保健師  １ 相田真貴子
   保 健 師  １ 武石陽子
  主　　事  １ 谷かおるこ

課長　小林健仁
　課長補佐　鴻巣敬一（１）
（新潟県との人事交流職員）

福祉保健課　11（１）②

室長　水澤正一
（社会福祉協議会へ出向）

地域福祉推進室　1

課長　伊藤和恵
　課長補佐　若月寿恵

住民課　5 ① 副 　 参 　 事  １ 行田律子
住 民 係 長  １ 行田副参事兼務 主　　事  １ 石川万里
医療保険係長 池　幸子 臨　　時  ① 渡邊野理子

総務課　10 ⑤
課長　志田　馨
　参事　坂爪明博

副 　 参 　 事  ２ 羽生陽子・宇野　誠
庶 務 係 長 羽生副参事兼務 主　　任  １ 德永拓実（新潟県との人事交流で県民生活・環境部へ出向）
  主　　事  ２ 板垣　里（経済産業省へ派遣）
   湯田美怜
  臨　　時  ③ 梨本哲雄・小山ふじ子・関根今日子
交通防犯係長 坂爪参事兼務 主　　事  １ 伊藤和彦
企画財政係長 宇野副参事兼務 主　　事  ２ 本多正典・小川佳紀※
簡 易 郵 便 局 志田課長兼務 臨　　時  ② 石川久美子・河合則子

副 　 参 　 事  ３ 平原勝一郎（再任用）・本多志保子・石川秀雄
子ども教育係 石川副参事兼務 主　　任  １ 佐藤奈津美
　小　学　校  用 務 員  １ 荒木美弥子
　  臨時管理員  ① 水澤敏明
　中　学　校  臨時管理員  ① 武石政則
社会教育係長  １ 小竹由美 主　　事  １ 八子香織

教 育 委 員 会

林　順一
（文化会館長事務取扱）

教育長
課長（兼公民館長）
　　　富田　憲
　参事　　　　　本多　正
　管理指導主事　堀　正士①
　指導主事　　　渡部智和

教育課　31 ○24

弥彦保育園  保 育 士  ６ 荒川澄子（再任用）・鈴木あゆみ
7⑩ 園　長 武石由紀  中村大樹・池浦麻美※・金子　佳※
　 （臨時①）   平岡志津江
　　副園長 若月美穂子 臨時保育士  ⑧ 土田初美・熊木伸子・関川弥生
   前山久美・本間尚子・藤原梨紗
   高山博美・細山美来
  保育補助  ① 小林悦子（再任用）

二松保育園  保 育 士  ５ 髙橋美里・中野久美・三浦円佳
7⑦ 園　長 阿部　薫  藤原　碧・板垣　萌※
　　副園長 杉原千賀子 臨時保育士  ⑦ 田邊千花・丸田智弥子・佐藤久美子
　   池田佐和子・内藤美弥子・藤原伸子
   伊藤清美

子育て支援センター  
1① センター長 田辺久子（再任用） 臨時保育士  ① 安達直子（再任用）

ひかり保育園  保 育 士  ４ 伊藤陽子・吉川　愼・永井祐美
6③ 園　長 松居由美子  鶴巻　綾※
　　副園長 高野陽子 臨時保育士  ③ 大谷彩香・上田多希枝・吉田さなえ

転出された方 新　所　属 転入された方 前　所　属
【弥彦交番】

中　川　哲　人　巡査部長
佐　藤　能　活　巡査

新潟西警察署
柏崎警察署

北　村　和　也　巡査部長
瀬戸川　陽　祐　巡査

福島県（出向戻り）
長岡警察署

転出された方 新　所　属 転入された方 前　所　属
【弥彦消防署】

山　田　義　孝　予防課長
前　山　勝　行　副署長
遠　藤　仁　志　救急係長
鈴　木　正　太　救急係主任
岡　本　俊　亮　消防団係主事

消防本部
分水消防署
分水消防署
分水消防署
吉田消防署

田　辺　秀　行　署　長
小野塚　　　徹　副参事
武　石　哲　也　救急係長
石　倉　貴　幸　救急係主任
渡　辺　貴　之　救急係主事

吉田消防署
分水消防署
燕消防署
燕消防署
吉田消防署



健康・子育て

乳児紙おむつ購入費を助成します
　弥彦村では、子育て支援のため、乳児のいるご家庭に紙お
むつを購入した費用の一部助成を行っています。今回は平成
３１年１月～３月購入分の申請を受付します。
■受付期限　４月１５日（月）まで
　※土日、祝日除く。期限を過ぎる場合はご相談ください。
■対 象 児　平成３０年１月～平成３１年３月生まれ
■助成金額　ひと月上限　３,５００円
■提出書類　申請書（押印を忘れずに）、領収書
■注意事項　領収書には必ず購入年月日、詳細な製品名及

び購入者氏名があること
■問合せ・提出先　住民課　住民係　９４-３１３２

催し・講座

2019新潟県自転車競技選手権ロードレース弥彦大会
開催にともなう道路交通規制について

　下記日時に道路の交通規制を実施しますのでご協力をお
願いいたします。
■開 催 日　５月２６日(日) 
■開催場所　弥彦村上泉―井田特設周回コース　７km／1周
　　　　　　（詳しくは役場HPをご確認ください。）
　　　　　　スタートフィニッシュ地点：弥彦けいりん会館
■交通規制時間　午前８時３０分～午後３時００分
■駐 車 場　車でお越しの方は競輪場第4駐車場に駐車して

ください。
　大会当日、下記コースは全面通行止めになります。コース
付近の各交叉点には係員を配置いたしますので、指示に従い
移動・迂回にご協力ください。なお、ご自宅・農地などがコー
スに隣接しており、出入りの際にどうしてもコース内を通過
する必要がある場合には、別途に対応いたしますので、当日
はお近くの係員へお声掛けください。
■交通規制に関するお問合せは
　教育課　社会教育係　９４-４３１１　まで

陸上自衛隊 新発田駐屯地開設６６周年及び
第３０普通科連隊創隊５７周年記念行事のお知らせ

１　市中パレ－ド
■日　時　５月１１日（土）　午後２時～２時３０分頃まで
■場　所　新発田市本町交差点から中央町交差点
■内　容　音楽隊の演奏に合わせ、徒歩部隊、車両等による

行進及びヘリコプターによる観閲飛行
２　記念行事
■日　時　５月１２日（日）　午前１０時～午後３時
　　　　　　　　　　　　（駐屯地開放午前８時３０分）
■場　所　陸上自衛隊新発田駐屯地
■内　容　記念式典、訓練展示、広報展示、ミニ電車試乗・体

験試乗、装備品展示、野外売店、白壁兵舎広報史
料館イベント

※天候・災害の発生等により行事を中止又は内容を一部変
更する場合があります。

■問合せ　陸上自衛隊新発田駐屯地広報室
　　　　　0254-22-3151
～自衛隊協力視察研修　記念式典参加者を募集します～
　5月12日に行われる記念式典を見学します。村民どなたで
もご参加いただけます。
■募集人員　20名
※中学生以下は、保護者の同伴が必要です
■視 察 地　新発田駐屯地　※午前８時役場集合
■参 加 費　無料　　　■申込締切　5月7日(火)
■申込・問合せ　総務課　交通防犯係　94-3131

　昨年4月、突如舞い戻ってきた広報も、今回で最後と
なりました（たぶん）。平成最後の広報は次の担当が作り
ます。１年間、いや通算で考えると…もう何年になるかわ
かりませんが、長年本当にありがとうございました。外
で見かけたら、欲しい写真があったらいつでも声かけて
ください！　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㋚

　新潟広域都市圏連携事業とは、新潟市を中
心に近隣１１市町村が連携することで、圏域全
体の活性化を目指すものです。その取り組み
として、文化・観光施設で利用できる共通割引
券を発行します。ぜひ、ご利用ください。

文化・観光施設などがお得に！

新潟広域都市圏連携事業  共通割引券
■問合せ　文化会館　９４-４３１１

弥彦の丘美術館（弥彦村）/マリンピ
ア日本海、會津八一記念館（新潟市）
/諸橋轍次記念館（三条市）/蕗谷虹
児記念館、市島邸（新発田市）/燕市
分水良寛史料記念館（燕市）/五泉市
村松郷土資料館、チャレンジランド杉
川（五泉市）/吉田東伍記念博物館
（阿賀野市）/胎内昆虫の家、胎内自
然天文館（胎内市）/三川・温泉スキー
場（阿賀町）/水原代官所（阿賀野市）

※割引額、営業時間、休館日は各施設に
より異なります。
※本人と同行者全員を割引します。
※原本のみ使用可。有効期限まで何回で
も使用できます。
※他券との併用不可。 弥彦村

有効期限  2020年3月31日まで

① 弥彦の丘美術館
　　入館料・・・大人300円 → 240円
　　小・中学生150円 → 120円

（　　　　　　  ）弥彦村弥彦2502-1 
TEL 0256-94-4875

③ 燕市産業資料館
　　入館料・・・大人300円 → 240円
　　小人100円 → ８０円
　　※リニューアルに伴い、料金を変更する
　　　可能性あり

（　　　　　　  ）燕市大曲4330-1 
TEL 0256-63-7666

② マリンピア日本海
　　入館料・・・大人1,500円 → 1,200円
　　小・中学生600円 → 480円
　　４歳以上200円 → 160円

（　　　　　　  ）新潟市中央区西船見町5932-445 
TEL 025-222-7500

④ 蕗谷虹児記念館
　　入館料・・・大人500円 → 400円
　　高校生200円小・中学生100円

（　　　　　　  ）新発田市中央町4-11-7 
TEL 0254-23-1013

⑤ 胎内昆虫の家
　　入館料・・・一般410円 → 310円
　　小・中学生260円 → 210円

（　　　　　　  ）胎内市夏井1204-1 
TEL 0254-48-3300

有酸素運動をはじめてみませんか？
　最近、運動不足だなと思っている方、健康寿命を考えてい
る方、音楽に合わせて楽しく体を動かしませんか？いい汗をか
いて気持ちもスッキリ！！初めての方、最近ご無沙汰な方どな
たも歓迎いたします。
■日　時　毎週木曜日　午後８時～
■会　場　農村環境改善センター
■持ち物　飲料水　タオル　運動靴
■問合せ　エアロビ木曜会　石橋　９４-２２０６

10連休中の臨時窓口開設について
　4月27日（土）から5月6日（月）までの連休中、下記のとお
り臨時窓口を開きます。ぜひご利用ください。
■開 設 日　５月２日（木）　午前9時～午後５時
■開設業務　住民課・税務課業務全般
　　　　　　※住民課・税務課以外は対応しません
■注意事項　他市町村や関係機関との連携を必要とする業

務などは、取り扱いできません。
■問 合 せ　住民課 94-3132　税務課 94-3134

１０連休中のし尿汲み取りについて
　4月27日(土)～5月6日(月)までの連休中、し尿の汲み取り
は行いません。早めの汲み取りをお願いいたします。
■問合せ　建設企業課 環境対策係 ９４-１０２２

10連休中の公共施設臨時休館について
　4月27日（土）から5月6日（月）までの連休中、下記施設は
臨時休館日がありますのでご注意ください。

問合せ休館日施設名
高齢者総合生活支援センター
観山荘

94-1313
94-2666

4月30日（火）
4月30日（火）、5月2日（木）

10連休に伴う「やひこ号」「スワロー号」
「おでかけきららん号」の運行について

　４月27日（土）から５月６日（月）までの連休中、４月30日
（火）と５月２日（木）の２日間、「やひこ号」「スワロー号」「おでか
けきららん号」を臨時運行いたします。

　４月30日（火）と５月２日（木）の予約センター受付業務は下
記のみとさせていただきます。
〇当日乗車分の予約・予約変更
〇当日から５月10日乗車分までの予約取り消し
　予約受付時間外は、予約取り消しのみ燕市役所(92-1111)
で受け付けています。
■予約・問合せ
　おでかけきららん号予約センター　77-7888
　　　　　　　　　　　（平日、午前7時45分～午後4時）
　総務課　交通防犯係　94-3131

【連休に伴う「おでかけきららん号」の予約受付について】
４月30日（火）と５月２日（木）を除き、予約センターも休業します。
■予約の受付

月日

運休 運休 運休通常
運行

通常
運行

通常
運行

4/27（土）
〜

4/29（月）

5/3（金）
〜

5/6（月）
5/7（火）

〜
4/30（火） 5/1（水） 5/2（木）

予約受付日運行日
4月30日(火)
5月2日(木)
5月7日(火)
5月8日(水)
5月9日(木)
5月10日(金)
5月13日(月)

4月23日(火)以降

4月24日(水)以降
4月25日(木)以降
4月26日(金)以降
5月7日(火)以降

固定資産税（土地・家屋）
価格の縦覧について

　平成３１年度固定資産税（土地・家屋）価格の縦覧を行って
います。縦覧を希望される場合は、印鑑を持参のうえ下記期
間内に弥彦村役場税務課へお越しください。
■縦覧期間　４月１日（月）～５月７日（火）（土日祝除く）
　　　　　　午前８時３０分～午後５時
■縦覧場所　弥彦村役場　税務課
■縦覧できる人　弥彦村固定資産税の納税者
　※代理人の場合は委任状を持参ください。
■問合せ　税務課　資産税係　９４-３１３４

役場からのお知らせ

平成３１年度 弥彦村
国民健康保険税の納期について
～納期数が年１２回から年９回に変更になっています～

　国民健康保険税は、平成３０年度から４月～６月までの暫定
で算定し納付する仮算定がなくなり、７月の本算定を第１期と
するよう変更されています。国民健康保険税を納付書または
口座振替で納付する場合、年間保険税額に大きな変更がな
い場合でも、納期数が減ったことで１期あたりの納付額が多
くなる場合があります。７月中旬に発送する納税通知書をご
確認ください。
■問合せ　税務課　住民税係（保険税担当）　９４-３１３４

発行／弥彦村役場  〒959-0392 新潟県西蒲原郡弥彦村大字矢作402
　　　☎0256-94-3131　FAX 0256-94-3216
　　　ホームページアドレス http://www.vill.yahiko.niigata.jp
　　　Ｅメールアドレス yahiko@vill.yahiko.niigata.jp
編集／総務課企画財政係　 発行日／平成31年4月10日
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健康・子育て

乳児紙おむつ購入費を助成します
　弥彦村では、子育て支援のため、乳児のいるご家庭に紙お
むつを購入した費用の一部助成を行っています。今回は平成
３１年１月～３月購入分の申請を受付します。
■受付期限　４月１５日（月）まで
　※土日、祝日除く。期限を過ぎる場合はご相談ください。
■対 象 児　平成３０年１月～平成３１年３月生まれ
■助成金額　ひと月上限　３,５００円
■提出書類　申請書（押印を忘れずに）、領収書
■注意事項　領収書には必ず購入年月日、詳細な製品名及

び購入者氏名があること
■問合せ・提出先　住民課　住民係　９４-３１３２

催し・講座

2019新潟県自転車競技選手権ロードレース弥彦大会
開催にともなう道路交通規制について

　下記日時に道路の交通規制を実施しますのでご協力をお
願いいたします。
■開 催 日　５月２６日(日) 
■開催場所　弥彦村上泉―井田特設周回コース　７km／1周
　　　　　　（詳しくは役場HPをご確認ください。）
　　　　　　スタートフィニッシュ地点：弥彦けいりん会館
■交通規制時間　午前８時３０分～午後３時００分
■駐 車 場　車でお越しの方は競輪場第4駐車場に駐車して

ください。
　大会当日、下記コースは全面通行止めになります。コース
付近の各交叉点には係員を配置いたしますので、指示に従い
移動・迂回にご協力ください。なお、ご自宅・農地などがコー
スに隣接しており、出入りの際にどうしてもコース内を通過
する必要がある場合には、別途に対応いたしますので、当日
はお近くの係員へお声掛けください。
■交通規制に関するお問合せは
　教育課　社会教育係　９４-４３１１　まで

陸上自衛隊 新発田駐屯地開設６６周年及び
第３０普通科連隊創隊５７周年記念行事のお知らせ

１　市中パレ－ド
■日　時　５月１１日（土）　午後２時～２時３０分頃まで
■場　所　新発田市本町交差点から中央町交差点
■内　容　音楽隊の演奏に合わせ、徒歩部隊、車両等による

行進及びヘリコプターによる観閲飛行
２　記念行事
■日　時　５月１２日（日）　午前１０時～午後３時
　　　　　　　　　　　　（駐屯地開放午前８時３０分）
■場　所　陸上自衛隊新発田駐屯地
■内　容　記念式典、訓練展示、広報展示、ミニ電車試乗・体

験試乗、装備品展示、野外売店、白壁兵舎広報史
料館イベント

※天候・災害の発生等により行事を中止又は内容を一部変
更する場合があります。

■問合せ　陸上自衛隊新発田駐屯地広報室
　　　　　0254-22-3151
～自衛隊協力視察研修　記念式典参加者を募集します～
　5月12日に行われる記念式典を見学します。村民どなたで
もご参加いただけます。
■募集人員　20名
※中学生以下は、保護者の同伴が必要です
■視 察 地　新発田駐屯地　※午前８時役場集合
■参 加 費　無料　　　■申込締切　5月7日(火)
■申込・問合せ　総務課　交通防犯係　94-3131

　昨年4月、突如舞い戻ってきた広報も、今回で最後と
なりました（たぶん）。平成最後の広報は次の担当が作り
ます。１年間、いや通算で考えると…もう何年になるかわ
かりませんが、長年本当にありがとうございました。外
で見かけたら、欲しい写真があったらいつでも声かけて
ください！　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㋚

　新潟広域都市圏連携事業とは、新潟市を中
心に近隣１１市町村が連携することで、圏域全
体の活性化を目指すものです。その取り組み
として、文化・観光施設で利用できる共通割引
券を発行します。ぜひ、ご利用ください。

文化・観光施設などがお得に！

新潟広域都市圏連携事業  共通割引券
■問合せ　文化会館　９４-４３１１

弥彦の丘美術館（弥彦村）/マリンピ
ア日本海、會津八一記念館（新潟市）
/諸橋轍次記念館（三条市）/蕗谷虹
児記念館、市島邸（新発田市）/燕市
分水良寛史料記念館（燕市）/五泉市
村松郷土資料館、チャレンジランド杉
川（五泉市）/吉田東伍記念博物館
（阿賀野市）/胎内昆虫の家、胎内自
然天文館（胎内市）/三川・温泉スキー
場（阿賀町）/水原代官所（阿賀野市）

※割引額、営業時間、休館日は各施設に
より異なります。
※本人と同行者全員を割引します。
※原本のみ使用可。有効期限まで何回で
も使用できます。
※他券との併用不可。 弥彦村

有効期限  2020年3月31日まで

① 弥彦の丘美術館
　　入館料・・・大人300円 → 240円
　　小・中学生150円 → 120円

（　　　　　　  ）弥彦村弥彦2502-1 
TEL 0256-94-4875

③ 燕市産業資料館
　　入館料・・・大人300円 → 240円
　　小人100円 → ８０円
　　※リニューアルに伴い、料金を変更する
　　　可能性あり

（　　　　　　  ）燕市大曲4330-1 
TEL 0256-63-7666

② マリンピア日本海
　　入館料・・・大人1,500円 → 1,200円
　　小・中学生600円 → 480円
　　４歳以上200円 → 160円

（　　　　　　  ）新潟市中央区西船見町5932-445 
TEL 025-222-7500

④ 蕗谷虹児記念館
　　入館料・・・大人500円 → 400円
　　高校生200円小・中学生100円

（　　　　　　  ）新発田市中央町4-11-7 
TEL 0254-23-1013

⑤ 胎内昆虫の家
　　入館料・・・一般410円 → 310円
　　小・中学生260円 → 210円

（　　　　　　  ）胎内市夏井1204-1 
TEL 0254-48-3300

有酸素運動をはじめてみませんか？
　最近、運動不足だなと思っている方、健康寿命を考えてい
る方、音楽に合わせて楽しく体を動かしませんか？いい汗をか
いて気持ちもスッキリ！！初めての方、最近ご無沙汰な方どな
たも歓迎いたします。
■日　時　毎週木曜日　午後８時～
■会　場　農村環境改善センター
■持ち物　飲料水　タオル　運動靴
■問合せ　エアロビ木曜会　石橋　９４-２２０６

10連休中の臨時窓口開設について
　4月27日（土）から5月6日（月）までの連休中、下記のとお
り臨時窓口を開きます。ぜひご利用ください。
■開 設 日　５月２日（木）　午前9時～午後５時
■開設業務　住民課・税務課業務全般
　　　　　　※住民課・税務課以外は対応しません
■注意事項　他市町村や関係機関との連携を必要とする業

務などは、取り扱いできません。
■問 合 せ　住民課 94-3132　税務課 94-3134

１０連休中のし尿汲み取りについて
　4月27日(土)～5月6日(月)までの連休中、し尿の汲み取り
は行いません。早めの汲み取りをお願いいたします。
■問合せ　建設企業課 環境対策係 ９４-１０２２

10連休中の公共施設臨時休館について
　4月27日（土）から5月6日（月）までの連休中、下記施設は
臨時休館日がありますのでご注意ください。

問合せ休館日施設名
高齢者総合生活支援センター
観山荘

94-1313
94-2666

4月30日（火）
4月30日（火）、5月2日（木）

10連休に伴う「やひこ号」「スワロー号」
「おでかけきららん号」の運行について

　４月27日（土）から５月６日（月）までの連休中、４月30日
（火）と５月２日（木）の２日間、「やひこ号」「スワロー号」「おでか
けきららん号」を臨時運行いたします。

　４月30日（火）と５月２日（木）の予約センター受付業務は下
記のみとさせていただきます。
〇当日乗車分の予約・予約変更
〇当日から５月10日乗車分までの予約取り消し
　予約受付時間外は、予約取り消しのみ燕市役所(92-1111)
で受け付けています。
■予約・問合せ
　おでかけきららん号予約センター　77-7888
　　　　　　　　　　　（平日、午前7時45分～午後4時）
　総務課　交通防犯係　94-3131

【連休に伴う「おでかけきららん号」の予約受付について】
４月30日（火）と５月２日（木）を除き、予約センターも休業します。
■予約の受付

月日

運休 運休 運休通常
運行

通常
運行

通常
運行

4/27（土）
〜

4/29（月）

5/3（金）
〜

5/6（月）
5/7（火）

〜
4/30（火） 5/1（水） 5/2（木）

予約受付日運行日
4月30日(火)
5月2日(木)
5月7日(火)
5月8日(水)
5月9日(木)
5月10日(金)
5月13日(月)

4月23日(火)以降

4月24日(水)以降
4月25日(木)以降
4月26日(金)以降
5月7日(火)以降

固定資産税（土地・家屋）
価格の縦覧について

　平成３１年度固定資産税（土地・家屋）価格の縦覧を行って
います。縦覧を希望される場合は、印鑑を持参のうえ下記期
間内に弥彦村役場税務課へお越しください。
■縦覧期間　４月１日（月）～５月７日（火）（土日祝除く）
　　　　　　午前８時３０分～午後５時
■縦覧場所　弥彦村役場　税務課
■縦覧できる人　弥彦村固定資産税の納税者
　※代理人の場合は委任状を持参ください。
■問合せ　税務課　資産税係　９４-３１３４

役場からのお知らせ

平成３１年度 弥彦村
国民健康保険税の納期について
～納期数が年１２回から年９回に変更になっています～

　国民健康保険税は、平成３０年度から４月～６月までの暫定
で算定し納付する仮算定がなくなり、７月の本算定を第１期と
するよう変更されています。国民健康保険税を納付書または
口座振替で納付する場合、年間保険税額に大きな変更がな
い場合でも、納期数が減ったことで１期あたりの納付額が多
くなる場合があります。７月中旬に発送する納税通知書をご
確認ください。
■問合せ　税務課　住民税係（保険税担当）　９４-３１３４

発行／弥彦村役場  〒959-0392 新潟県西蒲原郡弥彦村大字矢作402
　　　☎0256-94-3131　FAX 0256-94-3216
　　　ホームページアドレス http://www.vill.yahiko.niigata.jp
　　　Ｅメールアドレス yahiko@vill.yahiko.niigata.jp
編集／総務課企画財政係　 発行日／平成31年4月10日
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と
、
年
度
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
職
員
に

お
願
い
し
ま
し
た
。新
年
度
の
モ
ッ

ト
ー
は
「
待
ち
の
行
政
か
ら
攻
め
の
行

政
へ
の
転
換
」で
す
。

　
弥
彦
村
は
変
貌
を
と
げ
始
め
て
い
ま

す
。村
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
動

き
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
ま
し
ょ
う
。よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

弥
彦
村
長

　小
林 

豊
彦

　３
月
22
日
、
弥
彦
小

学
校
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
卒
業

生
は
85
人
。
ま
だ
着
慣

れ
な
い
中
学
校
の
制
服

に
身
を
包
み
、
一
人
ひ

と
り
卒
業
証
書
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

h t t p : / /www . v i l l . y a h i k o . n i i g a t a . j p

https://www.youtube.com/watch?v=JTquD0gqVJY&feature=share

保
育
園
卒
園
式

弥
彦
小
学
校
卒
業
式

　村
内
３
保
育
園
で
卒

園
式
が
３
月
27
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
弥
彦
保

育
園
で
は
年
長
の
き
く

ぐ
み
25
人
が
参
加
し
、

大
き
な
声
で
小
学
校
に

上
が
っ
て
か
ら
の
目
標

や
将
来
の
夢
を
楽
し
そ

う
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

Topics

1

Topics

3

Topics

2

　今
年
卒
業
し
た
小
学
校
６
年
生
が
昨
年

11
月
に
行
っ
た
「
Ｙ
Ｍ
Ｋ
（
弥
彦
の
未
来

を
考
え
よ
う
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。
こ
の

活
動
で
作
成
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
が
、
平
成
30

年
度
新
潟
県
自
作
映
像
・
視
聴
覚
教
材
コ

ン
ク
ー
ル
児
童
生
徒
部
門
に
お
い
て
最
優

秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　３
月
19
日
に
６
年
生
が
村
長
を
訪
ね
、

最
優
秀
賞
受
賞
を
報
告
し
、
一
緒
に
動
画

を
見
な
が
ら
、
制
作
時
の
思
い
出
を
話
し

ま
し
た
。

　今
回
作
成
し
た
動
画
はY

ouT
ube

で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｙ
Ｍ
Ｋ

（
弥
彦
の
未
来
を
考
え
よ
う
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
動
画
が

最
優
秀
賞
受
賞
！

今月号の表紙今月号の表紙

ワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造るワインを造る
弥彦で世界一のワインを造りたい。
新しい夢を抱く若者がワイン造りの
第一歩としてぶどうの苗木を植えました。
新しい弥彦村のスタートにふさわしい
取り組みです。


